
様式0-7-2

自己評価報告書

平成２１年５月２２日現在

研究種目；基盤研究(C）

研究期間；2006～2009

課題番号：18530580

研究課題名（和文）エピソード記憶においてさまざまな環境情報が引き起こす
文脈依存効果の実証的比較研究

研究課題名（英文）Empirioalcomparisonofcontext-dependenteffectsof

variousenvironmentalinformationinepisodicmemory 

研究代表者

漁田俊子（lSARIDATOSHIKO）

静岡県立大学短期大学部・教授

研究者番号：40161567

研究分野：社会科学

科研費の分科・細目：心理学・実験心理学

キーワード：エピソード記憶，環境的文脈，自由再生

1.研究計画の概要

(1)本研究の目的

さまざまな種類の環境的文脈（environ,nental

context）のエピソード記憶におよぼす機能を，

実験を通して調べ,実証的データにもとづいた

環境的文脈機能の分類整理を行うことである｡こ

のため，さまざまな環境的文脈がどのような機能

を持つのかを実験によって同定し,それぞれの

環境文脈機能を実証的に整理分類する｡環境

的文脈としては,これまでの研究例が多い4種

類(①場所,②ＢＧＭ,③背景色,④匂い)を取り

あげる。

(2)本研究の予想される結果と意義

①場所文脈と複合文脈の.機能は異なると予

測される｡事実,反復時の文脈多様性の効果が，

複合文脈と場所文脈では正反対の結果を生み

だしている(漁ｍ･漁111,2005a)。

②BGM文脈については,本研究代表者と分

担者が共同で実験し,文脈手がかりの有無と学

習時間効果が交互作用しないという結果を得て

いる。これは,本研究申請時には，学会発表の

段|階であり(漁'１１.漁l[1,2005b)，論文化してい

なかったが,論文化し,楽曲の熟知価も調べる。

③背景色文脈は,他の環境的文脈とは異なる

性質を持つと予測される、背景色文脈は，記銘

ﾘｽﾄ全体が'種類の背紫色で提示されるとき，

文脈依存効果が生じないのに対して(漁田.漁

１１１，２００２)，その他の文脈は,文脈囑依存効果が

生じるのである。

④匂い文脈に関しては,再生成績が文脈に

依存することは見いだされているが,エピソード

記憶現象との交互作用や,反復効果との関係は

まったく研究されていない｡匂いは,古くから記

'應手がかり効果が注目されている｡匂い単独で

エピソード定溌文脈としての機能を発揮できる

可能性が期待できる。

2.研究の進捗状況

①場所を含む複合文脈,②BGM文脈,③背

景色文脈,匂い文脈についての実験を行った。

①については,比の法則で新近性効果が生じ

る条件下(IPI＝ＲＩ＝３０秒)で,複合文脈変化の

効果を調べた｡その結果,複合文脈変化は新近

性効果に影紳しないが,爆発音によるﾊｫ所的文

脈変化は影郷することを見いだした。

②については,ＢＧＭとして,使用する楽IUlの熟

知1111が,ＢＧＭ文脈依存効果に影響するか否か

を調べた｡その結果,熟知価の高低にかかわら

ず,ＢＧＭ文脈依存効果が生じることを見いだし
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た。

③については,３項目あるいは6項目を1背景

色のもとで同時提示した場合に,文脈依存効果

が生じるか否かを調べた｡その結果，いずれの

条件でも,背景色文脈依存効果は生じなかった。

また,背景色による群化は明確に生じないが，

同時提示された項目相互の群化がより顕著であ

った｡３項目条件では,背景色手がかりが存在

するときに,再生数と群化スコア(ARC)とに有意

な相関が得られた。

一方,他の環境的文脈が偶発的文脈として機

能するのに対して,背景色は局所的文脈として

機能するとされている｡そこで,複数の項目を同

時提示したとき,背景色変化が文脈効果に与え

る影響を調べた｡その結果,１画面に3項目を提

示すると,背景色が変化するだけで文脈効果が

生じることを見いだした。

④について,匂いの有る条件同士(4種の匂

い対)と学習時間効果を調べた｡その結果,匂

い文脈は有意でなく,学習時間は有意,交互作

用が有意だった｡そこで,下位分析を行ったとこ

ろ,４秒条件で文脈の単純主効果が有意,異文

脈条件で学習時間の単純主効果が有意であっ

た。
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(5)漁田武雄･漁田俊子．自由再生における背

3.現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。

(理由)環境的文脈として取り上げた①場所,②

BGM，③背景色，④匂いの４点のうち，
2006-2008年度におよそ３．５点の実験を終了し，

匂い０．５を残すのみとなった。

4.今後の研究の推進方策

残された実験を実施する,また,匂い文脈(嗅

覚刺激)･背景色文脈(視覚刺激)･ＢＧＭ文脈

(聴覚刺激)のエピソード記憶に与える影響を比

較し,４年間の研究成果をまとめる。

景色文脈効果と学習時間効果の関係日本

認知心理学会第４回大会，２００６年８月２日，

中京大学．

(6)漁田俊壬・漣j旦亟&雄．意図学習の自由再

生におけるＢＧＭ文脈依存効果日本認知心

理学会第４回大会，2006年８月２日，中京大

学．
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